
ちかてつどう

下鉄道は，後者を探用している。日本の地下鉄道はほとんど自

然、換気法によっている。

7 出入口 停車場への出入口は，来降客の便利のため，

歩道 ・ 車道および道路沿いの建物内に設けられている。広い入

口を少なく作るより，狭い入口を数多く作るのが便利とされて

いる。 i柴い地下鉄道では，エスカ V - jl やエレベータが使用さ

れている。

B 世界における地下鉄の概況 前ベージ表のとおりである。

ー」地下鉄道の施設。地下鉄道の建設工事。地下鉄道の車両。

第三軌条。世界の地下鉄道。(岡悶稔)

ちかてつどうのけんせつこうじ 地下鉄道の建設工事 地

下に敷設される鉄道の建設工事は，まず地質調査から始まる。

沿線一帯の区域にわたり ，既往工事の記録， 付近掘削当時の状

態等をできるかぎり各方面から広く調査収集し， なお必要に応

じて試掘地点を選定して試掘を行い，詳細11な地胞の附成 ・ 耐圧

力 ・ 銅削の;j_~!Æbおよび崩嬢の程度 ・ 地下水位の状態等の訓査を

行う。この地質調査は，隆道(ずいどう )建設工法を決定する重

嬰な資料となる。なお地下鉄道青'.mìiに必要な特殊物件すなわち

交差 ・ 道路地下埋設物 ・ 河川 ・ flî灯篭力柱 ・ マンホーノレふた ・

消火柱 ・ 街路樹その他を詳細に測定した特殊図を作製する。つ

ぎに隆道を建設するのであるが，その工法を列記するとつぎの

とおりである。

1 地表面からの工法

(1) 開削迎めもどし工法(常気庄中) (2) 潜函(せんかん)

工法(圧搾空気中)

2 地表に影響を与えない工法。

(1) 隊道式工法(常気圧中) (2) 隊道式工法(圧搾空気中)

(3) 小野式工法 (常気圧中) (4) シーノレド工法(常気圧中)

(5) シ ーノレド工法(圧搾空気中) (6) 半円シールド工法(常気

庄中) (7) 半円シールド工法(圧持空気中) (8) 氷結捌削

工法(常気圧中)

以上各極工法のうち，わが国の地下鉄工事に突施されたもの

は，開削埋めもどし工法，磁道式工法，小野式工法，滞画工法で

ある。このうち

一般によく使用

されるものは，

開削i望めもどし

工法で，これに

は切開式 (open

cut method) , 

切断1桜工式 (cut

and cover meｭ

thod) 等の工法

がある。前者は

道路交通に支障

のない場所に用

い，後者は一般

都市内の道路上

に用いられ，最

も利用されてい

る工法である。

つぎに切開桜工

式工法の施工順序を述べる。

1 土留工法

地下鉄道の建設工事

地質の硬軟および地下水の量に応じて，鉄矢板または I 形鋼

を使用して雨ßIiJl1!!.盤の崩主主を防止する土留をなし，調削の進行

に伴ない周囲の土圧と水圧に抵抗すべき支保工を施して，土留

矢板の傾斜倒綾を防ぐ。

2 路面改工

工事中路間交通をさまたげないように， 路面交通用の礎工を

施す。交通混雑の程度に応じ全路面彼エ， 半援工，横断部のみ

一部被工，桜エなし(この場合が切開式である)等の各種の場

合がある。

3 坑内掘削

掘削lを大別すると純粋な掘削と，掘削した土砂を坑内から揚

げて適当な箇所に運搬する作業とに分けることができる。地下

の湧水(ゅうすい)は， これを集めて坑外に排出する。掘削完了

すれば，隠道基礎を施行する。

4 m 築

臣室道躯休は，鉄骨ーまたは鉄筋コンクリート函型またはア ー チ

型を普通とし，地質が良好であれば無鉄筋コンクリ ート アーチ

とする場合もある。隊道外国には防水工をj庖す。

5 Jmめもどし

構築が完成したならば，地下埋設物が沈下しないように十分

に支持して跡埋をする。

6 ~旺工撤去

さきに施した路面受桁(けた) ， 覆工を撤去する。

7 杭抜

種々の機械を使用して土留杭，鉄矢板等を抜き取る。

8 路而復旧

電車軌道・街路聞の舗装を復旧する。

以上で地下鉄道の建設工事は完成するのである。

地下鉄工事も地下に隆道を建設することにおいては， 普通の

山岳隆道と変りないのであるが， 大都市の街路下またはその付

近の工事であるため，工事方法に関し極々の制限を受ける。そ

の特色を上げると ① 交通ひん繁なる街路下の工事であるた

め， できるだけ街路而の交通に支障を与えない工法であるこ と

②街路下には各種の地下埋設物，沿道には大小の諸建築物が

並列するため，かかる構造物に支障を与えない工法であること。

このためには工事による大なる路面沈下を許さないこと ③ 

沿道の人口密度高く夜間工事の多いのが通常であるため，でき

るかきr り騒音 ・ 悪臭 ・ ガス等を発しない工法であること ④ 

交通ひん繁な街路上および路面下の作業であるから， 大型また

は運搬不便な諸機械の使用不可能な場合が多いこと ⑤ 普通

の l.l.i岳隠道と異なり，防水工を施す必袈があるから，この作業

に支障を与えることの少ない工法であること ⑥構築コ γ ク

リートの打継ぎ箇所は防水の不完全・鉄筋の折曲げ等のため，

不完全な情築をつくることとなるので， できるかぎり折継を少

なくし得る工法であること ⑦坑内作業を容易ならしめるた

めできるかまり坑内支保工の数を少なく簡単にしたいこと。

以上の諸条件のすべてを完全に満足し得ることはもちろん不

可能であるが，できるかぎりこれらの条件に添うよれしかも

地質 ・ 地形等を考慮して経済的な工事方法によらなければなら

ない。(江翠口正夫)

ちかてつどうのしせつ 地下鉄道の施設地下鉄道は迅速 ・

安全 ・ 大量輸送能力の点ですぐれているが，地下に建設された

鉄道であるため，路聞から相当の高低差があり ， また治総lは市

中の繁華街であるから，大建築物が多い。このため地下鉄道の

出入口 ・ 大建築物との連絡施設が必要である。さらに列車が地

下の隆道(ずいどう)内を運転するので，換気設備・ ポンプ設備・

停車場 L中 2 階1 の利用・照明設備・ 事故防止設備 ・ 防音設備

等の諸施設が必要である。
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